
令和元年１１月１７日 日曜 午前９時～ 

於 構公民館 

 

構自主防災訓練 

「避難行動要支援制度」勉強会 
 

 今年の自主防災訓練は座学です。 

 組⾧、各組代表と民生委員・各種団体から８０名程度の参加者がありました。 

 

進行スケジュール 

 １ テーマ選定の背景（梶原自治会⾧） 

 ２ 講義及び実技（広畑障害者デイサービスセンター所⾧ 竹田氏） 

   「障害者の在宅生活の様子、災害時に困ること」 

 ３ 小グループ討議（姫路市社会福祉協議会 外川氏 飾磨西地域包括支援センター 佐藤氏） 

 ４ グループ発表 

 ５ 講評（姫路市保健福祉政策課 井澤氏） 

 

 

各方面から、たくさんのサポートを得て開催されました。 

来ていただいた方々に自己紹介をしていただき、勉強会がスタートしました。 

 



 

梶原会⾧から昨今の全国的な災害や被災の状況、姫路市・構の課題などを踏まえ、この勉強会の意義とねら

いを説明いただきました。 

災害時は公助（公的な被災者支援）が届くまで、命を繋ぎ止める共助（ともに助け合う）が必須であり、構

町の繋がりの力を高めていく必要性を感じることができました。 

 
 続いて、障害を持った方の生活実態と必要なサポートについてご講義いただきました。 



 

 旅行先の外国で被災した場合、避難所で理解できない言語の放送があったとしても、内容がわからず不安ば

かりが募る疑似体験もさせていただきました。 

 言葉の理解が苦手な障害を持つ人は、日常的にこのような不安にさらされていることを教えていただき、災

害時のような特殊な状況においてパニック状態に陥ってしまうことに共感と理解ができました。 

 見た目でわからない障害を持つ人へのサポートの難しさを感じました。 

 
 ペットボトルを加工して作られた疑似体験グッズです。 

 視野が狭く、周りの状況把握が苦手な人にとって、災害時、迫る危険を認知することは大変困難です。 

 



 

 講義の内容を踏まえて、小グループに分かれ班別討議をすることとなりました。 

 普段話す機会が少ない各種団体のメンバーが混ざるように班分けをして、いろんな立場から意見を吸い上げ

られるように工夫されました。 

 



 

  
 

  

 

  

 

 ６グループに分かれ、意見を交流していきました。現在の構の取り組みや行事から町民の繋がりの課題を洗

い出し、課題の対策や将来の展望を語りました。 

 どのグループも活発に意見が飛び交い、決められた時間に話し合いを終えることができないくらい熱心な討

議が繰り広げられました。 

 

 各班の討議内容は発表会で報告しあい、全員で共有しました。 

 どの班も個人情報との兼ね合いから町民全体で情報を共有する難しさに課題を感じつつ、隣人と気軽に挨拶

を交わし、助け合える町にしたいという願いは一致していました。 



 

 

 



 

 

 



 

  

 各班の発表を総括して、保健福祉政策課 井澤様に講評いただきました。 

 今後の構町の方向性が垣間見えた意義深い勉強会となりました。 

 

 

 各班の発表内容をまとめていただいた板書です。 

 「回覧板をいつもと違う家に回す」ことで、ささやかながら繋がりを広めていくといったアイデアも生まれ

ました。 

 


